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ＯＷＳサーキットシリーズ　構想　2012～2016年：5カ年

（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会

年代別チャンピオンシップ

2012年

2016年

検定

クリニック

【セカンドキャリア】
①ディレクター
②インストラクター

①事業スキームの構築（収支モデル）
②運営ノウハウの検討（計測方法の企画・開発、安全管理等）
③大会間連携（会員制度の導入など）
④年代別チャンピオンシップの開催
⑤



目的

１）強化の推進：様々なレース（強化機会）の創出

　⇒様々な環境のレースを通じた選手の実戦強化・実戦育成

　⇒選手の発掘、育成、強化基盤の確立

２）普及の促進：大会の全国展開

　⇒認知度の向上、競技人口（一般愛好者含む）の増加

　⇒クリニック、検定会との連動で安全性向上（水難事故の逓減）

３）市場の拡大：大会数の増加

　　⇒スケールメリットを活用したスポンサーの獲得

　　⇒地域活性化やエコ活動による地域・企業への貢献
　　

（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会



条件

（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会

１）主催者が公的機関・組織であること

２）日本水泳連盟が「主催」、「後援」であること

３）加盟団体が「主催」、「主管」、「後援」、「協力」の
　　いずれかであること

４）定められた競技運営を実施すること

５）定められた種目を実施すること



定められた競技運営

（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会

１）日本水泳連盟『OWS競技規則』を原則とすること

２）日本水泳連盟『OWS競技に関する安全対策ガイド
　　ライン』の遵守を原則とすること

　



定められた実施種目

１）「選手権の部（5㎞）」・「一般の部（5㎞以下）」のいずれか
　

　　または両方を実施（＊既存大会は応相談）

　　選手権…強化目的、日本水泳連盟OWS競技規則に基づく

　　 一　 般…普及目的、オリジナリティ（地域色、競技人口拡大）

２）原則として、「集団泳500m以上（OWS検定5級）」を実施

　　

３）「一般の部」を実施の場合は、安全装具（日本水泳連盟

　　OWS推奨品）の支給、貸与、販売などを通じて、安全性

　　の一層の向上に取り組むこと（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会



２０１２年の展開
既存大会のサーキット化



2012年度サーキット大会
（詳細は別紙；大会名称は簡易表記）

１）日本水泳連盟主催大会　２大会

　　・OWSジャパンオープン館山

　　・東京・マラソンスイミング

２）日本水泳連盟認定大会　5大会

　①館山OWS（千葉）、②ひめじ家島OWS（兵庫）、

③湘南OWS（神奈川）、④せとうちOWS（岡山)、

　⑤沖縄マリンカップ（沖縄）
（公財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会



平成24年度　公益財団法人日本水泳連盟
主催・認定OWS大会一覧

（財）日本水泳連盟ＯＷＳ委員会

【主催大会】
OWSジャパン

オープン2012館山
平成24年7月15日
千葉・館山市

【認定大会】
第16回館山OWS

平成24年7月15，16日
千葉・館山市

【主催大会】
セントラルスポーツカップ

2012東京・マラソンスイミング
平成24年9月30日
東京・お台場

【認定大会】
湘南OWS2012

平成24年8月25日，26日
神奈川・藤沢、鎌倉、逗子

【認定大会】
第6回ひめじ家島OWS
平成24年8月25日，26日
兵庫・姫路市家島

【認定大会】
第6回せとうちOWS
平成24年9月23日
岡山・玉野市渋川海岸

【認定大会】
第2回マリンカップin沖縄
平成24年10月27日，28日

沖縄・豊見城市


